
日本地学教育学会 2020 年度第１回 常務委員会議事録  

 

日 時： 2020 年 11 月 20 日（金） 18 時 00 分～ 19 時 30 分  

場 所： Cisco Webex Meet ings による web 会議  

出席者：久田健一郎，伊藤 孝，小関純一，小森次郎，廣木義久，上栗伸一，

松本 現，宮下 治，中林俊明，西浦慎悟，澤口 隆，菅原久誠，

高橋 修，吉本直弘，米澤正弘，渡来めぐみ（計 16 名）  

 

議 題  

１．本年度常務委員会の開催形態について（高橋）  

 本年度常務委員会も，引き続きオンライン形態での会議開催を原則とする

事が承認された．  

 

２．支部活性化について（伊藤）  

 今年度，常務委員会・関東支部で試行的にイベントを開催し，その結果を

見て，支部活動活性化のための計画案や予算配分について改めて検討する．

下準備として，支部ごとの会員数を把握するための名簿を作成する事になっ

た．  

 

３． 2021 年度東京大会について（宮下）  

第 75 回東京大会の第１次案内（案）が検討された．2021 年度東京大会は，

2021 年 8 月 21 日（土）〜 23 日（月）に対面での開催を予定しているが，新

型コロナウイルス感染拡大の状況により，開催方法を対面ではなく，オンラ

インまたは対面とオンラインの併用（ハイブリッド）となる可能性もあるこ

とを含めて準備を進めていくことが承認された．アンケートでの希望の多か

った野外巡検についても開催する予定である．近日中に，メールニュースお

よびホームページに第１次案内を掲載する．  

 

４．「みんなの地学」創刊号関連の残務処理について（伊藤）  

 「みんなの地学」創刊号残部の配布について，その方法や対象について議

論が行われ，まずは地学教育関係のメーリングリストや本学会のメーリング

リストを対象に，配布希望者や配布を希望するグループの有無についての問

い合わせを行う事になった．  

 

５．「みんなの地学」の原稿執筆料について（廣木）  

 「みんなの地学」依頼原稿に対する執筆料の支払いについて議論され，年

度ごとに予算を立てて執行することや，上限を設けての執行を前提とする事

をあわせて承認した．第２号からの適用になる．  

 

６． CSERS と理科教育協会の本学会における位置づけ（久田会長）  

 久田会長から，本学会が参加している外部関係団体である教科「理科」関

連学会協議会（ CSERS）および理科教育協会の本学会における位置づけにつ



いて要請があり，大会実行委員会も含め，組織図について以下の様に修正が

行われた．  

 
 

７．「地学教育」第 66 巻および第 67 巻の  J -STAGE 掲載について（西浦）  

 バックナンバーである「地学教育」第 66 巻および第 67 巻の PDF データ

が残っており ,  これらを J-STAGE 掲載するための費用について審議され，

掲載が承認された．  

  

８．入会者・退会者について（中林）  

入会者（正会員）：吉田賢司（金沢市立森本中学校）・森永速男（兵庫県立

大学）・三橋  礼（大阪教育大学附属天王寺中学校）・河口 陽（福岡

大学附属大濠中学校・高等学校）・平野まい（理科教育研究所）・瀬戸

大暉（横浜国立大学環境情報学府）・藤田信幸（東京都立南多摩中等教

育学校）  

退会者：菅沼千早  

会員種別変更（正会員⇒シニア会員）：境 博明・松山雅則・吉岡亮衛・  

小長谷誠  

 

＊正会員 420，購読有料会員 23，購読無料会員 24，学生 7，在外 1，シニア

会員 60，名誉 3：合計 538（昨年比 -14）．  



 

報 告  

１．オンライン大会の終了について（澤口）  

 第 74 回日本地学教育学会オンライン大会について，参加者アンケート結

果と併せて報告があった．  

 参加人数：78 名（ログイン記録から算出．ジュニアセッション生徒除く），

会員発表ポスター数： 20 件，ジュニアセッション参加高校： 5 校（福岡工

業大学附属城東高等学校，岐阜県立加茂高等学校，聖学院中学校・高等学校，

愛知県立豊橋東高等学校，茗溪学園），ジュニアセッション発表ポスター数：

8 件であった．  

 

２．各種委員会報告  

（１）編集委員会（西浦）  

 「地学教育」第 73 巻第 2 号および第 3 号についての進捗状況が報告され

た．第 73 巻第 2 号は初校確認中 ,  当初予定より１ヶ月遅れ．第 73 巻第 3 号

は，資料論文 1 件が掲載 ,  現在 ,  取りまとめ中．受付・審査中の投稿論文

（ 2020/11/20 現在）は計 25 件（原著論文 18,  資料論文 7）．  

 先にメール会議に諮られた，地学教育特集号「災害多発時代の地学教育

(仮 )」と特集号編集委員についてあらためて報告があった．また，地学教育

掲載論文よりの画像使用依頼についての問い合わせがあり，本件についても，

所定の手続きをとった上で許諾する予定であることが報告された．  

 

＊次回 2020 年度第２回常務委員会 1 月 21 日（木）開催  

 
  


